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令和８年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿                       

県立金井高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（  月 日実施 ） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎的な知識･技能の習得と
ともに、思考力･判断力･表現力
を育み、主体的に学習に取り組
む意欲を高めるような学習活動
の実践を目指す。 
②生徒の学力向上と希望進路保
障のために授業改善を推進し、
カリキュラムマネジメントに取
り組む。 
 

①生徒が自律的に学べるよう
な学習活動、また進路希望を
実現できるような科目選択に
つながる指導をより一層実践
する。 
②各教科で定めたカリキュラ
ムデザインを共有し、カリキ
ュラムマネジメントに努め
る。 

①補習や夏期講
習、取り組みやす
い課題の設定など
を通じて、自分で
学びを作る力を育
む。 
②教科会等で情報
共有を頻繁に行
い、授業改善を目
指す。 

①生徒による授業
評価における満足
度 80%を維持して
いるか。 
②年度末の振り返
りなどで、十分な
手応えを感じられ
たか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①生徒の主体的な取り組みを通
じて学校生活の充実を目指す姿
勢を育む。 
②生徒の多様性を踏まえた支援
体制の充実を図る。 
③日常生活や学校活動の意義を
深く理解し、自分自身の成長を
常に求めようと努力する姿勢を
育む。 
 

①部活動・学校行事などの場
面を通じて自分達の環境を自
分達で作り上げる意識を醸成
できるよう働きかける。 
②生徒の多様な状況に合わせ
た支援体制の充実を図る。 
③学校生活におけるルールや
マナーについての意識を高め
させる指導体制の充実及び防
犯対策に努める意識の向上を
図る 

①金井祭など生徒
主体の活動を生徒
会本部が主導でき
る行事設定を行
う。 
②教育相談にかか
わる情報共有と外
部機関との連携を
進めて生徒の支援
体制の確立を図
る。 
③日常的な指導に
加え、集会やオン
ライン配信を通じ
てルールやマナー
及び防犯対策への
意識を高め、教員
間の情報共有を徹
底する指導体制の
確立を図る。 

①多くの生徒が参
加し主体的な行事
運営ができていた
か。 
②教育相談の成果
を踏まえ、生徒や
保護者に適切な支
援ができたか。 
③生活指導の成果
を踏まえ、生徒や
保護者に適切な指
導ができたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①生徒が主体的に考え行動し、
自身の将来を開拓していく力を
育む。 
②探究活動を通じて協働するこ
とを学び、社会への理解を深
め、予測不能な社会で生き抜い
ていく力を身に付ける支援をす
る。 
③学習活動を通し、生涯に渡っ
て学び続ける基礎力を育む。 
 

①③キャリア形成に向けて主
体的に活動できるように支援
するため、各種ガイダンスや
模試等を積極的に活用するこ
とで、生徒一人ひとりが主体
的に将来を意識し、可能性を
広げられるようにする。 
②探究活動を通じて、社会が
抱える問題と自分との関係を
意識し、課題解決に向けた力
を育成する。 

①③一人ひとりの
進路に適した指導
を行うために、各
種ガイダンスや模
試、個人面談を活
用して、それぞれ
が具体的な行動を
とれるようにす
る。 
②グループ活動か
ら個人活動への移
行を円滑に行い、
課題解決能力を身
につけることがで
きるようにする。 

①③模試や各種ガ
イダンス、面談等
を活用する中で、
進路意識を向上す
ることができた
か。 
②探究活動を通し
て社会が抱える問
題を自分と繋げて
考え、言語化する
ことができたか。 

     

４ 地域等との協働 

①地域や保護者との連携を推進
し、開かれた学校づくりを進め
る。  
②中学生やその保護者に本校の
魅力を効果的に伝え、本校を志
願する生徒を増やす。 

①③学校運営協議会を効果的
に利活用し、地域や保護者と
の連携をさらに進める。 
②受検生やその保護者などに
本校への理解を深めてもらう
ために、ホームページや学校

①③生徒や PTA が
様々な行事に積極
的に参加できるよ
うにする。 
②ホームページを
更新し、各種広報

①③地域イベント
などに生徒が参加
できたか。PTA 活
動が計画通り実施
できたか。 
②学校説明会など

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 
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具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

③近隣地域との交流の意義につ
いて理解させ、地域との交流行
事を増やす。 
 

説明会などの内容をさらに充
実させる。 

活動で生徒が活動
できる機会を与え
るとともに、中学
生に本校の特色を
アピールする。 

では生徒の活動の
機会が十分に持て
たか。学校説明会
等の参加人数や受
検生を増やすこと
ができたか。 

５ 

 

 

 

 

 

学校管理 
学校運営 

①安全・安心な学校づくりを推
進する。 
②５０周年の周年行事を通じ
て、地域や卒業生の力を本校の
教育活動に最大限に活用してい
く。 
③職場の民主化・平準化の充実
を目指し、様々な方面の調整を
進める。 

①校舎の老朽化や危険箇所
への対応を迅速に行う。 
訓練を実施し、防災意識を
高める 
②周年行事についての資料
を整理する。 
③風通しの良い職場環境づ
くりを目指す。 

①修繕・修理に対
し、適切に対応す
る。防災用品の適
切な管理を行う。
非常時の行動を確
認する。 
②周年行事の事業
内容を総括する。 
③職員同士がお互
いに積極的に声を
かけあって、コミ
ュニケーションを
とりやすい雰囲気
をお互いに作る。 

①生徒の教育活動
に支障がないよう
に配慮ができた
か。 
防災用品の整備充
実ができたか。防
災意識を高めるこ
とができたか 
②資料を整理し、
完校にむけての見
通しを立てること
ができたか。 
③前年と比較して
ストレスチェック
の数値が少なくな
ったか。 

     

 


